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【論文の内容の要約】 
近年，ツキノワグマ（Ursus thibetanus）と人間の軋轢が増加している．特に，ブナ科
堅果の不作年の秋には，人間の生活域への出没が増加するため，ツキノワグマの大量出没
が繰り返し生じており，人への危害のみならずツキノワグマの大量捕殺をもたらす結果と
なっている．このような人間とツキノワグマの軋轢を緩和し，本種との共存を図るために
は，とりわけ出没が顕著となる秋の生息地選択に影響を与える要因とそれらの影響の程度
を包括的に理解することが重要である．特に，ツキノワグマの人間の生活域への出没は，
主食である堅果が不作の年に増加することや，出没個体の性別が偏る地域が存在すること，
出没頻度が高い特定の問題個体が存在することが知られており，秋の生息地選択を包括的
に理解するためには，生息地選択に対する堅果結実量の年次変動や性別，および個体差の
影響を調べる必要がある．また，ツキノワグマの生息地選択を明らかにするためには，ツ
キノワグマが利用した生息地の評価が必要である．これまでは，環境省が第 2～5回自然環
境保全基礎調査によって作成した植生図（以下，「環境省植生図」とする）が用いられてき
たが，野生動物の生息地評価を主目的として作成されたものではないため，生息地を誤っ
て評価してしまう可能性が指摘されていた．そのため，ツキノワグマの生息地選択の解析
に適した植生図を用いて生息地を評価する必要がある．これらの背景から本研究では，ツ
キノワグマの秋の生息地選択に影響を与える要因の決定とその影響の程度を明らかにする
ことを目的とし，奥山のツキノワグマを対象に，1）複数情報の重ね合わせによる新しい植
生図を用いたツキノワグマの生息地選択の評価（第 4 章），2）秋の生息地選択に対するブ
ナ科堅果結実量の年次変動の影響の評価（第 4 章），3）秋の生息地選択における個体差と
性差の評価（第 5章）を行った． 
本研究では，栃木県と群馬県に跨る足尾日光山地を調査地とし，GPS 首輪を装着したツ
キノワグマの行動データを使用して行動圏内における集中利用域の選択を解析した．第 4
章では，新しく作成した植生図と現地調査によって集中利用域を評価し，その結果を本調
査地に最も優占するブナ科樹種であるミズナラ（Quercus crispula）の堅果の並作年と不作
年で比較した．第 5 章では，性差および個体差を考慮して生息地選択を解析できるモデル
を作成し，ミズナラ林，それ以外の堅果を生産する樹種が優占する植生（以下，「その他堅
果樹種林」とする），市街地，および農地への選択に対する性差および個体差の程度を評価
した．さらに，その結果をミズナラ堅果の並作年と不作年で比較した． 
 その結果，ツキノワグマの秋の生息地選択は，ミズナラの堅果の豊凶にかかわらずミズ
ナラへの嗜好性が強いことが明らかとなり，さらに不作年ではミズナラの不足を補完する
ために，他の樹種の堅果を利用することで対応していたことが示唆された（第 4章）．また，
ツキノワグマが集中利用域として選択していた場所は，環境省植生図では把握できないほ
ど小規模な林分であったが，並作年では新しい植生図を使用することで評価することがで
きた（第 4章）．第 5章では，秋の生息地選択では性差よりも個体差が大きいことが明らか
になり，特にミズナラ林やその他堅果樹種林といった食物資源が豊富な植生への選択に対
して大きな個体差が見られた．加えて，並作年では，各植生への選択の強さに個体差があ
った一方で，不作年ではミズナラ林およびその他堅果樹種林を選択する個体もいれば，忌
避する個体もいるなど、生息地選択における個体差の程度が堅果の並作年と不作年で異な
っていた（第 5章）． 
 以上から，秋のツキノワグマは生息地に優占するブナ科樹種の堅果資源量が豊富な場所
を選択していることに加え，その豊凶が代替食物の選択や生息地選択の個体差に影響を与
える要因となっていることが明らかになった．そのため，秋期に生じるツキノワグマと人
間の軋轢を軽減するためには、まず，対象とする地域で優占するブナ科樹種を特定し，そ
の分布や堅果結実量の年次変動を捉えることが重要である．そして，人間の生活域におい
てツキノワグマを誘引するブナ科樹種を除去するとともに、クマの生息地では、ブナ科樹
種の周囲において人間活動を自粛することも求められる．保護管理や研究の対象とする地
域において優占するブナ科樹種を特定するためには，環境省植生図を利用することが最も
簡便であると考えられるが，一方で，第 4 章の結果よりツキノワグマは既存の植生図で把
握できないほど小規模な林分であっても集中して利用することから，人間が頻繁に利用す
る林縁や登山道等では，現地調査を基にした植生の把握が求められる．また，食物資源が
豊富な植生の選択において個体差が見られたことから，人間の生活域周辺に存在する食物
資源の管理は、問題個体を発生させないためにも重要な対策である．また，地域で優占す
るブナ科樹種の堅果の不作年には代替となる食物を選択する個体も存在することから，優
占するブナ科樹種と代替食物の双方の現存量を増加させることが，生息地を改善する上で
重要である．そして，これらの施策を行うためには，生息地利用や食性の調査を通して，
保護管理の対象とする地域におけるツキノワグマの秋の主要な食物と代替食物を把握する
ことが必要不可欠である． 
